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輝かしい年になりますように
～モンデウスで「初日の出」～
　モンデウス飛驒位山スノーパークでは、山頂から
の絶景を誰でも楽しめるように、クワッドリフト（4人
乗りリフト）の下り線乗車ができるようになりました。
　元旦の早朝、ゲレンデの頂上で初日の出を見る
イベントが開催され、御嶽山の脇から差し込む美
しい初日の出に、来場者から歓声が上がりました。
【1月1日撮影：モンデウス飛驒位山スノーパーク頂上】

主な内容
第八次総合計画基本計画見直し素案がまとまりました   2～3
小中学校のパソコン教室にタブレット型パソコンを導入しました 4
あなたの事業承継を応援します 4

高山・デンバー姉妹都市提携60周年記念事業募集 5
シリーズ高齢者の在宅支援サービス③ 緊急通報システム  5
高山市のメール配信サービスをご利用の皆さまへ 9
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－ 第八次総合計画基本計画見直し素案がまとまりました －
　市では、まちづくりの指針となる第八次総合計画基本計画（平成27年
度から令和6年度までの 10年間）の見直しを進めており、このたび見直
し素案がまとまりました。
　総合計画の見直しにあたっては、統計調査などの各種データや社会潮
流の把握、分析のほか、市民アンケートや市民との意見交換を通じて今
後のまちづくりに関する様々なご意見・ご提案をいただきながら進めて
きました。
　今後は、見直し素案に対する市民意見募集や総合計画審議会を経た後、
議会に上程することになります。
　人口減少、少子高齢化が進む中においても、将来に渡って、「住んで
いて良かった」「これからも住み続けたい」と思えるようなまちを目指して、
引き続き、市民の皆さんとともに取り組みます。

総合計画とは・・・
　総合計画は、将来における市のあるべき姿と進むべき方向性について基本的な指針を示すもので、市の最上位
計画として市政運営の最も基本となる計画です。

②長期的な視点
　将来の人口などを踏まえた長期的な視点を持ちながら、計画期間の
後半5年間で進めるべき内容を示すこととしました。
③地域ごとのまちづくりの方向性
　まちづくり協議会単位で地域のまちづくりの方向性を示すこととしま
した。

●将来の高山市の人口は？
　国立社会保障・人口問題研究所の推
計によると、本市の人口は、平成12年
の 97,023人をピークに減少を続け、平
成27年に 9万人を下回り、30年後（令和
27年）には約6万3千人となることが見込
まれています。
　年齢区分別人口の変化（平成27年～令
和27年）を見ると、高齢者人口はほぼ横
ばいであるのに対し、年少人口や生産年
齢人口は約４割の減少が見込まれ、社会保
障費の増加や産業、地域コミュニティへの
影響が懸念されます。 0
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住んでいて良かった、これからも住み続けたい
まちづくりを目指して

●計画見直しのポイント
①まちづくりの方向性の明確化
　市民の皆さんに分かりやすく、共有できる計画となるよう、分野の枠
組みを超えた横断的な視点を持って市が進めるべきまちづくりの方向性
を示すとともに、戦略的かつ重点的に取り組むことを明示することとし
ました。

※内訳には、年齢不詳分を除いています。
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ご意見をお聞かせください
　市では現在、第八次総合計画基本計画見直し素案に対するパブリックコメント
（市民意見の募集）を行っています。
　ぜひ皆さんのご意見をお寄せください。
閲覧場所（※休館日を除く各施設の開館時間内）
　市HP、企画課（本庁4階）、市民コーナー（1階）、各支所、市図書館「煥章館」、
市民文化会館、ビッグアリーナ、女性青少年会館
提出方法　閲覧場所に備え付けている所定の様式に意見などを記入のうえ、　
　　　　　1月27日㈪までに窓口・郵送・ FAX・MAIL
問合  企画課　☎35-3131　FAX35-3174
　　　　　　  Mail：kikaku@city.takayama.lg.jp
　　　　　　  広報ID 1011615

●計画の体系

市民が主役という考えのもと、多様な主体が「協働」してまちづくりに取り組むと
ともに、先人たちが築き上げてきたまちの財産を継承しながら、新たなまちの魅
力や個性を「創造」し、将来につなげていくことで、市民が夢と希望を持ち、心豊
かに暮らしていくことのできる「自立」したまちを目指す

基本理念

都市像

まちづくりの方向性

まちづくり
戦略

地域のまちづくり
（まちづくり協議会単位に地域の魅力や特徴を生かしたまちづくりの方向性を示します）

着実な計画の推進
（総合計画の推進に向けた考え方を示します）

協　働 創　造 自　立

多様な働き方と
優れた産品、サービス

で財を稼ぐ

人・自然・文化がおりなす
活力とやさしさのあるまち  飛驒高山

多様な働き方に適応した
労働環境の構築

地域産業の担い手確保と
生産性の向上

品質・価値の向上と
情報発信

既存産業の強化と
新たな産業の創出

地域循環型経済の構築

心身の健康と文化、
教育で心豊かな
暮らしを実現する
心身が健康で安心して
暮らし続けられる
社会の実現

安心して子育てができる
環境の充実

夢と誇りとやさしさに
あふれる人の育み

文化芸術・
スポーツ活動等による
心の豊かさの創出

歴史・伝統の
保存、伝承、活用

多様な主体の協働による
地域コミュニティの

活性化

利便性の高い都市機能と
ネットワークの構築

地域特性の
保全、活用、創出

安全への備えと
災害時の対応強化

長期的な視点による
公共サービスの提供

人と人がつながり、安全で
美しさと便利さが共存する
持続可能なまちをつくる



4
2020.１.１５

火災等発生時に、発生場所や状況をご確認いただけます。 ☎0180-995-911

　

今
年
度
、
小
中
学
校
の
パ
ソ
コ
ン
教
室
に
タ
ブ
レ
ッ
ト
型
の
パ
ソ
コ
ン
を
、

４
１
７
台
導
入
し
ま
し
た
。
令
和
３
年
度
に
は
、
パ
ソ
コ
ン
教
室
の
パ
ソ
コ
ン
す

べ
て
を
タ
ブ
レ
ッ
ト
型
パ
ソ
コ
ン
に
入
れ
替
え
る
計
画
で
す
。

　

タ
ブ
レ
ッ
ト
型
パ
ソ
コ
ン
を
導
入
す
る
こ
と
に
よ
り
、
子
ど
も
た
ち
は
タ
ブ

レ
ッ
ト
を
教
室
や
特
別
教
室
に
持
ち
出
し
て
学
習
に
使
う
こ
と
が
で
き
、
こ
れ
ま

で
以
上
に
パ
ソ
コ
ン
を
活
用
し
た
学
習
が
可
能
と
な
り
ま
す
。
写
真
や
動
画
を
撮

る
こ
と
も
で
き
る
た
め
、
学
習
の
幅
が
広
が
っ
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

問
合

学
校
教
育
課　
☎
53-

２
３
６
８

消
防
団
車
両
を
更
新
し
ま
し
た

　

小
型
動
力
ポ
ン
プ
付
積
載
車
の
更
新
に
伴

う
消
防
団
へ
の
車
両
受
渡
式
が
12
月
14
日
に

行
わ
れ
、
左
記
の
班
に
配
備
さ
れ
ま
し
た
。

配
備
先

•
丹
生
川
支
団
大
萱
班

•
国
府
支
団
宮
地
班

　

市
で
は
、
今
後
と
も
計
画
的
に
車
両
の
整

備
を
進
め
ま
す
。

小
中
学
校
の
パ
ソ
コ
ン
教
室
に

タ
ブ
レ
ッ
ト
型
パ
ソ
コ
ン
を
導
入
し
ま
し
た

問
合

消
防
総
務
課　

☎
34-

３
７
９
２ 丹生川支団大萱班国府支団宮地班

体育の授業で動画を撮って動きを確認しあう中学生

グループ学習に利用する小学生

あなたの事業承継を応援します！
～専門家が相談対応します（無料・秘密厳守）～

　事業承継ネットワーク構成機関（金融機関や商工会・商工会議所等）が、事業承継の準備に向けた相
談対応をします。必要に応じて、弁護士・公認会計士・税理士・中小企業診断士・社会保険労務士な
どの専門家を無料で派遣します。

後継者を
探したい

●贈与税・相続税などに相談したい。
●事業承継税制について知りたい。
●自社株を集中したい。
●円滑に経営資産を承継させたい。
●従業員など第三者に事業承継させたい。

高山商工会議所　☎32-0380
高山北商工会　　☎72-4130
高山西商工会　　☎53-3112
高山南商工会　　☎52-3460

●お気軽にお問い合わせください。

この事業は国の「プッシュ型事業承継支援高度化事業」により実施するものです。
プッシュ型事業承継支援高度化事業　地域事務局
岐阜県商工会連合会　岐阜市薮田南5-14-53　OKBふれあい会館９F　
　　　　　　　　　　☎058-274-9723

こんな時はご相談ください
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防災無線の内容は電話でもご確認いただけます。☎0180-9
緊

9
急

5
ご

-
ー

6
ろ

9
く

0
おん

「自宅で何かあった時、助けてくれる人を呼べるだろうか？」
「救急車を呼んだときに、すぐに家族に連絡を取ってほしい」
「ひとり暮らしはなにかと不安で、いつも相談できる人がいると助かる」
「離れて暮らす父、母に何かあったら心配」
　このような不安を抱える高齢者やご家族の方にお答えするのが緊急通報シス
テムです。
　電話機の近くに、緊急通報用機器を設置し、発病や事故、火災など救急が
必要な場合に対応します。
サービス内容
•利用者が機器（右下写真）の「緊急」または「相談」のボタンを押すことで、市が委託しているコールセンター
　に24時間365日常駐している看護師や介護士等がお受けし、状況に応じてご家族や協力員に連絡します。
　緊急時は救急車の出動を要請します。
•悩み相談や健康上の相談などができます。
•月1回、利用者宅に電話し健康状態等を確認します。
対象　おおむね 65歳以上の一人暮らし高齢者、重度身体障がい者、市が特に認める高齢者のみの世帯
利用料金（年額） 市民税の課税状況により異なります。
　生活保護世帯：無料、市民税非課税世帯：520円、
　それ以外の世帯1,040円
申込　事前にご相談ください。また、利用者から通報が
　　　 あった場合に、安否確認をしていただくための協力
          員の登録が必要となります。
問合 高年介護課　☎57-5200

シリーズ
高齢者の在宅生活支援サービス③ 緊急通報システム

　今年、高山市と姉妹都市のアメリカ・デンバー市が提携60周年を迎えることを
記念してイベントが開催されることから、以下について募集します。
●屋台模型の名称募集
　昭和39年に高山市が寄贈した高山祭の屋台模型が老朽化していたため、高山工
業高等学校の協力を得て修繕をしました。その屋台模型の名称を募集します。
募集内容　屋台模型の名称
申込　2月28日㈮までに申込用紙を窓口。申込用紙は海外戦略課（本庁2階）、各
　　　支所で配布するほか、市HPよりダウンロードできます。
　　　広報ID 1011580
●市民ツアー参加者募集
　60周年記念イベント（交流レセプション、サクラフェスティバルでの屋台行列など
への参加）や市内観光などを行う市民ツアーの参加者を募集します。
期間　6月25日㈭～ 7月1日㈬　渡航先　アメリカ・デンバー市
参加料　370,600円(航空券、燃油サーチャージ、宿泊費、現地移動費、食費が
　　　　含まれています)
募集人員 40人程度　
申込　3月31日㈫までに名鉄観光サービス㈱へ TEL  （☎32-2570）

問合  海外戦略課　☎35-3346

高山・デンバー姉妹都市提携60周年記念事業募集

•今回修繕した屋台模型
　（実物の 2/3の大きさ、高
　さ3.6m）
•デンバー市民の目に触れる
　場所に展示予定
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飛
驒
特
別
支
援
学
校

作
業
製
品
販
売
会

　

飛
驒
特
別
支
援
学
校
の
生
徒
の
み

な
さ
ん
が
授
業
で
製
作
し
た
焼
き
菓

子
や
木
工
・
陶
芸
・
染
織
・
手
芸
製

品
を
販
売
し
ま
す
。

期
日

１
月
22
日
㈬

時
間

午
前
10
時
〜
午
後
２
時

場
所

市
役
所
１
階
ロ
ビ
ー（
花
岡
町
２
）

問
合

飛
驒
特
別
支
援
学
校

　
　
　

☎
34-

７
１
２
２

久
々
野
雪
上
迷
路

　

５
０
０
本
の
ロ
ー
ソ
ク
で
作
ら
れ
た

雪
上
迷
路
に
挑
戦
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

期
日

１
月
25
日
㈯
、
２
月
１
日
㈯
、

　
　
　

８
日
㈯

時
間

午
後
７
時
〜
８
時
30
分

場
所

久
々
野
総
合
運
動
公
園
グ
ラ

　
　
　

ウ
ン
ド（
久
々
野
町
久
々
野
）

参
加
料

１
０
０
円（
未
就
学
児
無
料
）

申
込

不
要

問
合

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ふ
る
さ
と

　
　
　

☎
52-

３
５
５
９

ア
ル
コ
ピ
ア

ス
ノ
ー
カ
ー
ニ
バ
ル

　

温
か
い
縄
文
鍋
や
み
た
ら
し
だ
ん

ご
の
振
る
舞
い
、
抽
選
会
を
行
い
ま

す
。

対
象

リ
フ
ト
券
ま
た
は
キ
ッ
ズ
ゲ

　
　
　

レ
ン
デ
入
場
券
購
入
者（
シ
ー

　
　
　

ズ
ン
券
可
）

期
日

２
月
２
日
㈰

時
間

午
後
２
時
か
ら

※
食
材
が
無
く
な
り
次
第
終
了

場
所

ひ
だ
舟
山
ス
ノ
ー
リ
ゾ
ー
ト
ア

　
　
　

ル
コ
ピ
ア（
久
々
野
町
無
数
河
）

問
合

ひ
だ
舟
山
ス
ノ
ー
リ
ゾ
ー
ト

　
　
　

ア
ル
コ
ピ
ア

　
　
　

☎
52-

２
２
１
９

五
色
ヶ
原
の
森
冬
山
ツ
ア
ー

　

冬
の
五
色
ヶ
原
の
森
を
案
内
人
と

一
緒
に
散
策
し
ま
せ
ん
か
。

　

ほ
お
の
き
平
ス
キ
ー
場
を
出
発
し
、

ス
ノ
ー
シ
ュ
ー
を
履
い
て
五
色
ヶ
原

の
森
の
牛
首
尾
根
を
目
指
し
ま
す
。

天
候
に
恵
ま
れ
れ
ば
、
美
し
い
青
垂

の
滝
が
眺
望
で
き
ま
す
。

対
象

市
民
の
方（
小
学
３
年
生
以
上
）

※
小
中
学
生
は
保
護
者
同
伴

期
日

２
月
15
日
㈯
、
16
日
㈰
、

　
　
　

19
日
㈬
、
21
日
㈮
、
22
日
㈯

時
間

午
前
９
時
集
合
〜
午
後
２
時

　
　
　

30
分
解
散

場
所

ほ
お
の
き
平
ス
キ
ー
場

　
　
　
（
丹
生
川
町
久
手
）

参
加
料

中
学
生
以
上
１
，４
０
０
円

　
　
　

小
学
生
１
，０
０
０
円

※
リ
フ
ト
代
な
ど
を
負
担
い
た
だ
き

　

ま
す
。

※
詳
細
は
お
申
し
込
み
い
た
だ
い
た

　

方
に
別
途
ご
案
内
し
ま
す
。

定
員

各
20
人（
超
え
た
場
合
は
抽
選
）

申
込

２
月
５
日
㈬
ま
で
に
郵送
・
TEL
・

　
　
　
FAX
・
MAIL（
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、

　
　
　

電
話
番
号
、
ス
ノ
ー
シ
ュ
ー
の

　
　
　

有
無
、
小
中
学
生
の
場
合
は

　
　
　

学
校
名
と
学
年
を
明
記
）

問
合

環
境
政
策
推
進
課

　
　
　

☎
35-

３
５
３
３

　
　
　

℻  
35-

３
１
６
９

M
ail kankyouseisaku@

city.

　
　

  takayam
a.lg.jp

広
報
ID  

１
０
０
９
０
４
１

イベント情報

自社のＰＲなどにご活用ください！　市では、広報たかやまに広告を掲載する広告主を募集します。
対象 市内に事業所を有する個人または法人（市税の滞納がない方）
作成部数　34,000部×24回＝816,000部
掲載期間　令和2年4月1日号～令和3年3月15日号（計24回）
広告の規格　縦19.5cm×横1.0cm（右枠をご覧ください）
募集枠数　４枠
掲載場所　各号の「情報のひろば」ページ
最低価格　１枠 72,000円
申込方法　広報情報課（本庁4階）または各支所地域振興課にあ
る申込書に必要事項を記入し、申込者の事業概要や掲載しよ
うとする広告原稿を添付のうえ、1月31日㈮までに広報情報
課へ提出
※申込書は市ホームページからもダウンロードできます。
※市で申込内容を審査のうえ、入札により決定します。

広報たかやまに広告を掲載しませんか 問合 広報情報課  ☎35‒3134
　　　広報ID 1006799

広報紙広告の魅力
　広報紙は毎月１日と15日に、市内の各家庭や公共施設に配布しています
（１回あたり34,000部発行）。
　また、年間（24回発行）を通して宣伝できますので、企業PRや商品広告に
ご利用いただけます。

⬅

こんなことありませんか？
●市内に広く確実にお知らせしたい
●定期的に継続してお知らせしたい

広告

縦
19 .5 cm

横1.0cm
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ホームページアドレス https://www.city.takayama.lg.jp/
営業時間　平日午前8時30分から午後5時15分（土・日曜日、祝日、年末年始（12月29日～1月3日）を除く）

情報情報ののひろばひろば 市役所の住所 〒506-8555  花岡町2-18

こころの体温計でストレス度を簡単チェック！
QRコードからアクセス ▼

広告

介護福祉士養成科
保育士養成科 訓練生募集
　県では、離職者や転職者を対象に、
正規雇用につながる職業訓練生を募集
しています。
対象  ハローワークに求職登録し、以
　　   下の職種への就職を希望する方
訓練期間  令和2年4月から2年間
費用  入学金・2年間の学費免除
        （別途教材費等は必要）
申込  下記期限までにハローワーク高
　　　山（上岡本町7）窓口
●介護福祉士養成科
場所  ①サンビレッジ国際医療福祉専
　　　　門学校（池田町）
　　　②中部学院大学
　　　　短期大学部
　　　　（関市）
定員  各15人
申込期限  3月10日㈫
●保育士養成科
場所
　①中部学院大学短期大学部（瑞浪市）
　②中部学院大学短期大学部（関市）
　③岐阜聖徳学園大学短期大学部
　　（岐阜市）
定員  各10人
申込期限  ①2月14日㈮
             ②3月3日㈫
             ③2月21日㈮
問合  県労働雇用課
         ☎058-272-8412

まちを花で飾りませんか
　市民憲章推進協議会では、美しいま
ちづくり活動のため、花いっぱい運動
に協力いただける地域団体や事業所
（会員に限る）に花の種や苗を配布して
います。
※個人には配布できません。
種：マリーゴールド、ジニア、アサガオ、
　　キバナコスモス
苗：マリーゴールド、サルビア、ベゴ
　  ニア、アゲラタム、インパチェンス、 
　  ケイトウ、ニチニチソウ
※種は 5月中旬、苗は 6月中旬に配
　布する予定です。
※申込多数の場合は品種や数量のご
　希望に添えない場合があります。
申込  2月14日㈮までに申込用紙を
　　　各窓口・ FAX・郵送

※申込用紙は協働推進課（本庁3階）
　や各支所、各まちづくり協議会にあ
　ります。
問合 市民憲章推進協議会事務局
　　  （協働推進課内）
　　  ☎35-3412　FAX35-3414

募 集・講 座

高山西RC杯争奪
ソフトミニバレーボール大会
日時  3月8日㈰　9:00～ 17:00
場所  ビッグアリーナ（中山町）
参加料 1チーム 3,000円（保険料含む）
申込  2月7日㈮までに申込書をビッ   
　　  グアリーナ窓口受付箱
問合  高山市ソフトミニバレーボール 
　　　選手会　☎090-4088-0759

市施設振興公社の職員募集
募集職種
•都市公園業務員1人
•施設警備員1人
•駐車場業務員（パート） 3人
年齢要件（令和2年4月1日現在）
　市内在住60歳以上の方
雇用期間　4月1日～令和3年3月31日
申込  1月31日㈮までにハローワーク
　　  高山（上岡本町7）で配布される
　　　紹介状と履歴書を窓口
問合  施設振興公社（神明町・市政記
　　　念館）　☎32-0406
　　　（土日を除く8:30～ 17:00）

飛驒高山現代木彫根付展
問合  生涯学習課　  
　　　☎35-3155
●作品募集
作品規格
材質：木材（木以外の材質は全体容積の
　　　10%以内）
塗彩：木目が見えること
大きさ：縦横高さの合計が 15㎝以内
出品数：一人5点まで
申込  1月31日㈮までに窓口
●展示会
期間  3月1日㈰～22日㈰
時間  9:00～ 19:00
場所 飛驒高山まちの博物館（上一之町）

飛驒高山観光大学第2回観光ゼミ
　市内の観光関連事業者を対象に、観光振興
を主軸とした観光政策や地域経済の活性化
につながる事業などについて学びます。
日時  2月3日㈪　13：30～16：15
場所  高山グリーンホテル（西之一色町2）
内容  ①生きてる日本遺産を源泉に。どじょ
　　　　うすくい女将の経営戦略と地域活
　　　　性化
　　　②CSなくしてESなし　従業員が喜ぶCSづくり
講師  ①島根県安来市さぎの湯温泉旅館「竹葉」3代目女将　小

お

幡
ばた

美
み

香
か

さん
　　　②㈱リクルートライフスタイル　CS推進部CSカレッジ長　山

やま

田
だ

修
しゅう

司
じ

さん
参加料  無料
申込  1月31日㈮までに市観光HPまたは申込用紙を窓口・郵送・ FAX

申込用紙は観光課（本庁2階）・各支所にあります。
問合  観光課　☎35-3145　FAX35-3167　広報ID 2001342
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メールMAIL

MAIL

ホームページHP 電話TELファクスFAX

FAX

郵送郵送ハガキ・往復ハガキ往 復
ハガキハガキ

で申し込む場合は、講座名・住所・氏名・電話番号を明記往 復
ハガキハガキ 情報情報ののひろばひろば

広報ID･･･市HPにある「広報ID検索」欄に入力すると、該当のページを表示します

いのち・サポートひだ『こころの電話相談』 ☎36-4670（毎週土曜日 午後7時～10時）

骨髄ドナー登録説明員養成
研修会
　ドナー登録について
正しい知識を持ち、献
血会場等で登録を呼び
かける「骨髄ドナー登録説明員」を養成
する研修会を開催します。
対象  県内在住の18歳以上の方
日時  2月7日㈮　13：30～16：30
場所  シンクタンク庁舎（岐阜市）
定員  15人程度　参加料  無料
申込  1月24日㈮までに FAX・MAIL（氏
　　　名・年齢・住所・電話番号・一般
　　　参加または行政関係者の別を
　　　明記）
問合 県保健医療課
　　  ☎058-272-8276
        FAX058-278-2624
        Mail：c11223@pref.gifu.lg.jp

講座・講演会
高山市人権講演会
　NPO法人犯罪被害当事者ネットワー
ク「緒

お

あしす」代表の青
あお

木
き

總
さと

子
こ

さんを講
師に「犯罪被害者とその家族の人権に
ついて」の講演会のほか、人権標語表
彰式や中学生人権作文コンテスト入賞
作文の朗読を行います。
日時  2月15日㈯　13：30～15：30
場所  市民文化会館（昭和町1）
定員  400人　参加料  無料
申込  不要。ただし託児希望の方は1月
　　　31日㈮までに TEL

問合  協働推進課　☎35-3412

職場のパワハラ防止等改正法
説明会
　法律が改正され、事業主に職場のパ
ワハラ防止対策を講じることが義務付
けられます(中小企業は令和4年3月
31日までは努力義務)。施行に向けた
準備のため、ぜひ説明会にご参加くだ
さい。
日時  2月5日㈬　13:30～ 15:30
場所  飛驒・世界生活文化センター
　　  （千島町）
内容  ハラスメントの防止、同一労働  
　　　同一賃金への対応、女性活躍推
　　　進法の紹介
定員  100人　参加料  無料
申込  1月29日㈬までに申込書を FAX。
　　　申込書は県HPからダウンロード
　　　できます。
問合  岐阜県労働局雇用環境・均等室  
　　　☎058-245-1550

認知症予防教室
対象  市内在住の65歳以上のお元気
　　　な方（認知症の診断や治療を受
　　　けていない方）
場所  総合福祉センター（昭和町2）
定員  30人　参加料  無料
申込  前日までに TEL
問合  社会福祉協議会
        ☎35-0294
●認知症予防の学習と脳トレーニング
日時  1月21日㈫　13：30～15：00
●食事の学習と脳トレーニング
日時  1月28日㈫　13：30～15：00

市民の方を対象とした普通
救命講習
対象  中学生以上の市民の方
日時  1月25日㈯　18：00～21：00
場所  高山消防署（桐生町3）
定員 20人（定員を超えた場合は、日程
　　　変更をお願いすることがあります）
参加料  無料
申込  1月22日㈬までに TEL・HP
※団体申込も随時受け付けています
　ので最寄りの消防署にお気軽にお問
　い合わせください。
問合  高山消防署救急課
　　  ☎32-0119
        広報ID 1010414

国保健康講座
初心者向け「ヨガ講座」
対象  市在住の岐阜
　　　県国民健康保
　　　険被保険者で
　　　保険料に未納
　　　のない方
日時
Aコース　2月18日、25日、3月3日
　　　　  (各火曜日)14：00～15：00
Bコース　2月19日、26日、3月4日
　　　　  （各水曜日）14：00～15：00
Cコース　2月20日、27日、3月5日
              （各木曜日）10：00～11：00
場所  市保健センター（花岡町2）
講師 りゆよがすたじおインストラクター
定員  各15人（超えた場合は抽選）
参加料  無料
申込  1月31日㈮までに TEL・HP
問合  市民課　☎35-3003
        広報ID 1011551

講師のみなさん

地域農産物と鹿肉を使った
料理講習会
ジビエ料理コンテスト

で農林水産大臣表彰を受
賞した平

ひら

岡
おか

祐
ゆう

子
こ

さんと上
かみ

屋
や

薫
かお

里
り

さんを講師とした調理
講習と試食を行います（調
理実習はなし）。
期日  2月20日㈭
時間  第一部　10：00～12：00
　　　第二部　13：30～15：30
場所  フレッシュラボ高山（松之木町）
定員  各部15人程度
参加料  2,000円
申込  1月31日㈮までに TEL
問合 飛驒農林事務所
        ☎33-1111(内線239)

パンとスイーツ講座
対象  市内在住・在勤の方
日時  2月21日㈮
　　　9：30～12：00
場所  女性青少年会館(花里町1)
参加料  1,400円
定員  12人（超えた場合は抽選）
申込  2月2日㈰までに窓口・TEL・FAX・
　　　 MAIL（講座名、氏名、住所、電話番
　　　号を明記）
問合 女性青少年会館
　　　☎32-0394　FAX35-2394
Mail info@takayama-home.jp
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ホームページアドレス https://www.city.takayama.lg.jp/
営業時間　平日午前8時30分から午後5時15分（土・日曜日、祝日、年末年始（12月29日～1月3日）を除く）

情報情報ののひろばひろば 市役所の住所 〒506-8555  花岡町2-18

講座・おしらせ
そば打ち体験教室
対象  市内在住・在勤の方
期日  2月10日㈪、17日㈪、3月2日㈪、
　　　16日㈪：全4回
時間  13：00～15：30
場所 荒城農業体験交流館（国府町八日町）
定員  9人　参加料  1,050円
申込  1月31日㈮までに TEL・FAX
問合 荒城農業体験交流館
        ☎72-1066　FAX72-1067

まもなく健康ポイントの
景品交換が終了します！
　5月15日広報折込でお知らせしまし
た高山市健康ポイント事業のポイント
の景品交換は、2月下旬で終了します。
　職場健診や特定健診、人間ドックな
どの健康診査を受け、さらに自ら目標
を立てて健康づくりに取り組んだ方に
は、ポイントを付与します。その他、が
ん検診の受診や対象の健康イベントへ
の参加などでもポイントが付与され、6
ポイント以上貯めた方は、景品と交換
できます。交換期間が過ぎるとポイン
トは失効しますので、お早目に交換して
ください。
対象  中学3年生以上の市民で、必須
　　　項目「健康診査ポイント」と「自
　　　主的な健康づくりへの取り組み
　　　ポイント」取得を含め6ポイント
　　　以上貯めた方
交換期間　2月27日㈭まで
交換場所　健康推進課窓口および各
　　　　　 支所地域振興課窓口
問合 健康推進課　☎35‒3160
　　   広報ID 1009664

事業所のごみの出し方について
　法人、個人事業主、営利・非営利団体など業種に関わら
ず事業活動により排出されるごみは全て「事業所ごみ」と
なり、市の施設で処理する場合は全て有料となります。
　事業所から排出されるごみをごみステーションに出す場
合は、次の点にご注意ください。
●ごみステーションを利用できる事業者は、発生する一日のごみの量が1袋（10kg換算）
　以下の小規模事業者です。1日1袋を超えるごみが発生する場合は、ごみステーション
　を利用できません。超える場合は、一般廃棄物収集運搬許可業者に直接依頼するか、
　処理施設へ直接搬入してください（ごみステーションに出せる可燃ごみの量は1回に2
　袋程度まで。なお、袋は透明で45リットル以下のものを使用してください）。
●産業廃棄物や粗大ごみを出すことはできません。
●収集日当日、朝8時30分までに出してください。
●分別方法は、一般家庭の分け方・出し方に準じます。ルールを守り、周辺住民の
　迷惑とならないよう、ご協力をお願いします。
●有料ごみ処理券（可燃・不燃・資源ごみ）は、市内の「ごみ処理券取扱所」でお買い
　求めください。
●無料ごみ処理券は使えません。
問合 資源リサイクルセンター　☎35-1244

毎月19日は食育の日です
地域の伝統的な食文化について知りましょう

2020年農林業センサスにご協力ください
　農林水産省・岐阜県・高山市では、2月1日現在で“農林業の国
勢調査”と呼ばれる「2020年農林業センサス」を実施します。
　この調査は、今後の農林業の政策に役立てるために5年ごと
に実施される極めて大切な調査です。
　調査期間中、農林業を営んでいる皆さまのところに調査員が
訪問して、調査票に農林業の経営状況などの記入をお願いしますので、ご協力をお
願いします。
　詳細は、下記HPをご覧ください。
http://www.maff .go.jp/j/tokei/census/afc/2020cp/
問合 企画課　☎35-3131　農務課　☎35-3141

　市のメール配信サービスをご利用の方の一部に、配信
したメールが届かない状況となっています。
　市からのメールを受信いただく対応として、「受信許可
設定」に送信元ドメイン「ml.city.takayama.lg.jp」を設
定していただくようお願いいたします。
　設定方法については携帯会社にお尋ねいただくか市
ＨＰを参照ください。

問合 広報情報課　☎35-3134　広報ID 1004047

高山市のメール配信サービスをご利用の皆さまへ

高山市市民便利帳の広告主を募集します
　市は、飛驒印刷協同組合と共同で市民便利帳を発行します。市民便利帳は、市
役所での各種手続きやくらしに役立つ情報をまとめたもので、1年を通して市民の
皆さんがご覧になる実用性の高い冊子です。その冊子に掲載をする広告主を募集
します。
対象  市内に事業所を有する個人または法人（市税の滞納がない方）
※広告の規格や価格、申込方法などは下記までお問い合わせください。
※申込いただいた広告は、市で内容を審査させていただきます。
問合  飛驒印刷協同組合事務局（㈲大六印刷内）　☎32-0212
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広報ID･･･市HPにある「広報ID検索」欄に入力すると、該当のページを表示します

お し ら せ
冬季における踏切事故防止
について（ＪＲ東海からのお願い）
　冬季は、積雪や凍結により踏切手前
でスリップして止まりきれず踏切に進
入し、列車と衝突する事故の発生が懸
念されます。ドライバーの皆さまには、
踏切手前では早めのブレーキで確実に
一旦停止していただくとともに、万一踏
切内に閉じ込められた場合は遮断機の
バーを押して脱出してください。また、
踏切内で車が動かくなくなった時には
非常ボタンを押して踏切外に出るか、踏
切外の安全な場所で発煙筒により列車
を止めるなど、ご自身の安全を守るとと
もに踏切事故防止にご協力ください。
問合 協働推進課　☎35-3412

大規模開発構想届の縦覧
閲覧期間　1月29日㈬まで
意見書提出期限　2月5日㈬
問合 建築住宅課　☎35-3159
①開発事業者
　㈱森下建設
　　代表取締役　堀

ほり

山
やま

昭
しょう

介
すけ

事業名  岩石採取場の区域拡大
内容 岩石の採取および排出
場所 朝日町小瀬728番7外4筆
開発面積  34,226㎡
閲覧場所 建築住宅課（本庁3階）、朝日 
　　　　  支所基盤産業課（朝日町万石）
②開発事業者
　リゾートトラスト㈱
　　代表取締役　伏

ふし

見
み

有
あり

貴
よし

事業名  飛驒高山ホテル（仮称）
内容 ホテルの新築および造成
場所 上岡本町1丁目124番1外19筆
開発面積  16,500㎡
延べ床面積  22,000㎡
閲覧場所  建築住宅課（本庁3階）

償却資産の申告はお早めに
　工場や商店など
を経営していたり、
農業などを営んで
いる方はその事業
のために用いている機械や器具、備
品などを1月末までに市へ固定資産税
（償却資産）の申告をしていただく必
要があります。申告書をまだ提出して
いない方は、期限までに税務課または
各支所地域振興課へ提出ください。
■納税は口座振替が便利です。
問合 税務課　☎35-3627

1月26日は文化財防火デー
です
　昭和24年1月26日に現存する世界
最古の木造建築物である法隆寺金堂
壁画が焼損したことから、毎年1月26
日を文化財防火デーと定め、貴重な文
化財を災害から守る運動を全国で展開
しています。貴重な文化財を地域ぐる
みで守りましょう。
問合 予防課　☎32-3027

所得税の確定申告と市・県民
税の申告相談のお知らせ
　市では、令和元年（平成31年）分所
得の申告相談会場を2月17日㈪から
3月16日㈪まで開設します。
　相談会場では確定申告書を作成する
場合、国税電子申告（e-Tax）の「利用者
識別番号」の確認書類が必要です。
～利用者識別番号の確認書類～
●税務署から送付される通知「確定申告
　のお知らせ(はがきまたは書面)」
●平成30年分の確定申告書の控え
●インターネットを活用して取得された
　場合、番号が表示された画面を印刷
　したもの
　新たに利用者識別番号を取得される
場合は、高山税務署へご相談ください。
※申告相談の詳細については、広報た
　かやま2月1日号でお知らせします。
問合 税務課　☎35-3626

　軽自動車（オートバイ・農耕用などを含む）の税金は、毎年4月1日現在の
所有者に課税されます。手放した場合（廃棄処分や下取り、他人に譲ったなど）
には、早めに手続きをしましょう。
登録内容変更の手続き先
◆125cc以下の原付・小型特殊自動車（農耕作業用含む）等
　➡税務課または各支所地域振興課
◆125ccを超えるオートバイ
　➡飛驒自動車検査登録事務所（☎050-5540-2054）
◆軽自動車（四輪等）
　➡軽自動車検査協会岐阜事務所（☎050-3816-1775）
軽自動車税の減免について
　身体障害者手帳などをお持ちの方で、基準に該当する方には軽自動車税の
減免制度があります。新規に希望される方はお問い合わせください。
　また、家族の方等が運転する場合で障がい等級が基準外であった方は、等
級基準を見直ししたため、対象となる場合がありますので、お問い合わせく
ださい。
　なお、現在減免を受けている方には継続にかかる申請書類をお送りします
ので、2月３日㈪までにご返送ください。
■納税は口座振替が便利です
問合  税務課　☎35-3136　広報ID 1000423

軽自動車、オートバイ等をお持ちの方へ

ヒッツFM（76.5MHz）「おもてなしの英会話」毎週火～木曜日8：25～、17：55～放送中
テキスト版を市HPで公開しています（広報ID 1005316）

高山市公式LINEを
開設しました

問合 広報情報課
　　   ☎35‒3134

防災情報やイベント情報などを
あなたのスマホへお届けします。
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ホームページアドレス https://www.city.takayama.lg.jp/
営業時間　平日午前8時30分から午後5時15分（土・日曜日、祝日、年末年始（12月29日～1月3日）を除く）

情報情報ののひろばひろば 市役所の住所 〒506-8555  花岡町2-18

ヒッツFMで「声の広報たかやま」を放送しています。1日と 15日の午前6時～ 7時・午後10時～ 11時

問合 日本赤十字社高山市地区事務局
　　  （福祉課内） ☎35‒3356

義援金の募金箱を設置しています
　市では、災害により被災された方を支援す
るために、本庁・各支所に義援金箱を設置し
ています。
　集まった義援金は、日本赤十字社岐阜県支
部を通じて被災された方々に届けられます。

義援金名称 募金箱設置期間
台風15号東京都

義援金 2月28日㈮まで令和元年8月
豪雨災害義援金
熊本地震災害

3月31日㈫まで

東日本大震災
北海道胆振東部地震
災害義援金
台風15号
千葉県義援金
台風19号災害
義援金
平成30年

7月豪雨災害義援金 6月30日㈫まで

おしらせ・相談

1月1日現在の人口
総人口
男
女
世帯数

87,570人
41,804人
45,766人
35,758世帯

（‒ 42）
（‒ 26）
（‒ 16）
（‒  7）

（　）内は前月比

みなさんの「想い・願い」をしっかりと受け止め
こころのふるさと飛驒高山のまちづくりに活かします。

ふるさと納税で
飛驒高山を応援してください
飛驒高山ふるさと基金への寄附受付状況

（平成31年1～12月分）
寄附件数　8,752件

寄附金総額 343,531,000円

犯罪被害者相談会
日時 1月22日㈬　11：00～15：00
場所 市役所（花岡町2）
当日受付  協働推進課（本庁3階）窓口
　　　　  へお越しください。
※相談無料、事前申込不要
問合  ぎふ犯罪被害者支援センター
        ☎0120-968-783

１月・２月のこよみ
1月24日㊎ 二十四日市
26日㊐ 飛驒高山・7蔵のん兵衛まつり（～ 2月29日）
2月1日㊏ 中尾かまくらまつり(～ 14日・中尾高原イベント広場)

第24回東海雪合戦大会inたかね（～2日・飛驒高山御嶽トレーニングセンター）
7日㊎ 奥飛驒温泉郷雪像コンテスト(～16日・奥飛驒温泉郷一帯)

15日㊏ 平湯大滝結氷まつり(～ 25日・平湯大滝および平湯温泉)

《今後の予定》
NORIKURAウインターカーニバル
（2月23日）

図書館からのお知らせ
●蔵書点検および図書館システム機器
　更新による休館（煥章館・分館）
期間  2月18日㈫～3月2日㈪
※ホームページも休止しますので、ホー
　ムページでの蔵書検索や貸出予約、
　延長等はできません。
※休館中の本の返却は各館の返却ポ
　ストをご利用ください。
問合 市図書館「煥章館」
        ☎32-3096

創業者・事業承継個別相談会
　新規に開業され
る方や開業後間も
ない方の様々なご
相談のほか、後継者
に引き継ぐ事業承
継に関するご相談
について、商工会議所または商工会の
経営支援員が個別にお受けします。お
気軽にお申し込みください。
日時 2月10日㈪　14：00～17：00
場所 市役所2階203会議室(花岡町2)
申込 2月3日㈪までに TEL

問合 商工課　☎35-3144

弁護士無料法律相談会
対象  市内在住の方
日時 2月18日㈫　13：00～16：00
場所  市役所（花岡町2）
定員  9人（超えた場合は抽選）
申込  2月10日㈪までに TEL
問合 福祉課　☎35-3139
　　　広報ID 1004899

空き家の解体等無料相談会
　相続や売買、賃貸、空
き家の管理（解体等）や
活用に関する相談会を
開催します。
対象  市内にある空き家の所有者また
は管理者、所有管理する見込みの方
相談員  解体事業（協）・司法書士・宅地
　　　建物取引士・市職員
日時 1月28日㈫　17：00～20：00
定員  6組（1組25分）
申込  事前に TEL 参加料  無料
問合 建築住宅課　☎35-3176

広報たかやまをあなたの
スマホにお届けします

無料広報アプリ「マチイロ」で配信中
ダウンロードはこちらから

問合
広報情報課　☎35‒3134
広報ID 1008366

●傍聴は先着順となります。
●開催日時や場所が変更となる場合があります。なお、議題など詳細については担当課へお問
　い合わせください。

委員会・審議会を公開しています 公開予定の委員会・審議会
開催日 会議名ほか 担当課

1月24日㈮ 農業委員会
13：30～　市役所　地下市民ホール

農業委員会事務局
☎35-3141

1月28日㈫ 行政改革推進委員会
10：30～　市役所　4階特別会議室

行政経営課
☎35-3040

1月30日㈭ 人権施策推進協議会
10：00～　市民文化会館　3-3会議室

協働推進課
☎35-3412

1月31日㈮ 地方創生に関する有識者会議
13：30～　市役所　4階特別会議室

企画課
☎35-3131



12
古紙パルプ配合率
70％再生紙を使用

印
刷
／
高
山
印
刷
株
式
会
社

編集・発行／高山市総務部広報情報課
 〒506‒8555 岐阜県高山市花岡町2丁目18番地

TEL／0577‒32‒3333㈹
FAX／0577‒32‒7000 （市長室直通）
FAX／0577‒35‒3174 （広報情報課直通）

E-mail／kouhou@city.takayama.lg.jp
HP／https://www.city.takayama.lg.jp/
携帯用HP／http://mobile.city.takayama.lg.jp/
防災行政無線の内容は電話でも確認できます
TEL／0180‒995‒690
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消防団員募集中！
詳しくは消防総務課（☎34-3792）または

各支所、最寄りの消防署まで

地 域と学校による協働活動が評価 　一之宮地区学園連絡会が、地域と学校による協
働活動が評価され、文部科学大臣表彰を受賞した
ことから12月12日、西倉副市長と中野谷教育長
へ受賞報告に来庁されました。
　同連絡会は、一之宮まちづくり協議会や宮小中
学校、市役所、警察など地元7団体で構成され、
子どもたちの豊かな人間性と郷土への愛着を深め
ることを目的に活動しています。具体的には、小
学生による梅

ばい

花
か

藻
も

の保全活動、中学生による飛驒
位山トレイル大会や町内の文化祭の運営に携わる
といった、地域と学校による協働活動を調整する
活動を実施されています。
　このような地域と学校が一体となった取り組み
が認められ、受賞に至りました。

　国府支団本部は、災害発生時には現場本部を設置し、消防署
や支所と情報共有を図り、団員への活動内容を指示します。このた
め、毎月、スマホアプリを活用した情報伝達訓練や各団車庫と無線
交信訓練を実施し有事に備えています。
　国府支団第２分団は、宇津江・名張・金桶・瓜巣・宇津江２区・
宇津江３区・鶴巣・山本地区の国府町西部を管轄しており、特選
館あじかや宇津江四十八滝公園と四十八滝温泉しぶきの湯遊湯館
には毎年多くの利用客が訪れています。この地域の安全安心を守
るため団員は毎月２回の機械器具点検をはじめ、地域の自主防災
組織の訓練には積極的に参加し、地域住民との連携強化を図り有
事に備えています。
　国府支団では、今後も地域の皆様と協力し、安心して暮らせる
地域づくりを目指しますので、消防団活動にご理解とご協力をお願い
します。

国府支団本部・第２分団
シリーズ消防団 №40守りたい人がいる

守りたいまちがある
粟原支団長／8人・第2分団　岩田分団長／81人

国府支団本部と第２分団の皆さん

持 続可能な子ども会の発展を願って
～高山市子ども会育成連絡協議会創立60周年記念式典～

～一之宮地区学園連絡会が文部科学大臣表彰受賞～

　市子ども会育成連絡協議会創立60周年記念高山市子ども会
大会が 12月22日、市民文化会館で開催されました。
　創立60周年を迎えたことから、これまでの歩みを振り返り、
子ども会活動の重要性などを再認識することを目的に開催さ
れ、子ども会活動に貢献された方々の表彰や活動事例の発表
が行われました。そのほかにも、市子ども会のうたが、作詞を
「ちいさい秋みつけた」などで知られるサトウハチローさん、作
曲を「ルパン 3世」のテーマ曲で知られる山

やま

下
した

毅
たけ

雄
お

さんが手掛け
られていることなど、うたのルーツについての講演や高山少年
少女合唱団による市子ども会のうたの合唱が行われました。子
ども会のうたは楽譜も残っておらず、音源もカセットテープしか
なかったために、同合唱団の協力のもと音源をCDに録音され、
各子ども会に配布される予定です。


